
ガ
レ
ノ
ス
の
業
絞

西
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡
に
よ
る
古
代
文
化
の
崩
壊
と
ョ
－
ロ
ッ

パ
全
体
の
混
乱
に
よ
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
医
学
は
没

落
し
、
病
理
診
断
は
軽
視
さ
れ
、
薬
剤
療
法
が
偏
重
さ
れ
て
、
民

間
医
療
、
神
秘
医
療
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
ラ
シ
ス
ト

ラ
ー
ト
ス
一
派
の
潟
血
反
対
論
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ガ
レ
ノ

ス
の
堅
固
な
論
理
と
時
代
の
水
準
を
抜
い
た
科
学
的
方
法
に
よ
っ

て
構
築
さ
れ
た
不
可
侵
の
殿
堂
と
も
い
え
る
教
義
は
宗
教
的
な
面

を
も
っ
た
目
的
論
が
イ
ス
ラ
ム
文
明
と
イ
ス
ラ
ム
医
学
の
世
界
に

ス
ム
ー
ス
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
更
に
中
世
キ
リ
ス
ト
教
会
の
認

知
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
ら
れ
、
中
世
、
近
世
を
通
じ
て
潟
血
は
治

療
法
と
し
て
全
盛
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

ビ
ザ
ン
ッ
医
学

皿
中
世
に
お
け
る
潟
血

藤
倉
一

郎

西
ロ
ー
マ
帝
国
が
滅
び
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
は
確
立
さ
れ
、
ロ

ー
マ
文
化
は
壊
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
僅

か
に
東
ロ
ー
マ
帝
国
に
生
き
延
び
た
文
化
は
ビ
ザ
ン
ッ
を
中
心
と

し
て
、
古
典
の
散
逸
を
避
け
伝
統
を
忠
実
に
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
六
世
紀
の
ア
エ
テ
オ
ス
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
か
ら
一
四

世
紀
ま
で
ロ
ー
マ
の
文
物
、
制
度
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
伝
統
保
全

に
つ
と
め
、
細
々
と
命
脈
を
保
っ
た
。

ア
ラ
ビ
ヤ
医
学

一
方
サ
ラ
セ
ン
帝
国
を
中
心
と
し
た
ア
ラ
ビ
ヤ
で
は
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ヤ
、
シ
リ
ヤ
、
ペ
ル
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
文
献
を
ア
ラ
ビ

ヤ
語
に
翻
訳
し
て
、
ア
ラ
ビ
ヤ
医
学
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
十

世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
医
学
府
庫
の
ラ
ー
ヅ
ェ
ス
、
ア

ブ
ー
ル
・
カ
シ
ム
、
医
学
典
範
の
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
な
ど
が
あ
ら
わ

れ
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
医
学
を
基
と
し
た
ア
ラ
ビ
ヤ
医
学
の
全

盛
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

サ
レ
ル
ノ
医
学

僧
徒
医
学
の
外
に
あ
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
偉
業

を
守
り
、
こ
れ
を
再
び
隆
盛
さ
せ
た
の
が
サ
レ
ル
ノ
医
学
で
あ
る
。

サ
レ
ル
ノ
医
学
校
は
九
世
紀
に
設
立
さ
れ
、
十
二
世
紀
コ
ン
ス
タ
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ン
チ
ヌ
ス
・
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ア
ラ
ビ
ヤ

語
か
ら
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
た
古
代
医
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。
個
人
の
衛
生
は
サ
レ
ル
ノ
養
生
訓
に
基
づ
い
て
沐
浴
、
吸
角
、

下
剤
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
サ
レ
ル
ノ
に
つ
い
で
、
十
二
世
紀

か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
パ
ド
ヴ
ァ
、
モ
ン

ペ
リ
エ
、
パ
リ
大
学
が
設
立
さ
れ
て
解
剖
学
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

ス
コ
ラ
医
学

十
一
世
紀
キ
リ
ス
ト
教
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
結
び
つ
き

に
よ
っ
て
、
神
と
自
然
と
の
一
致
を
説
き
サ
レ
ル
ノ
大
学
に
つ
づ

い
て
起
こ
っ
た
沢
山
の
大
学
も
ス
コ
ラ
学
風
の
養
成
に
一
役
か
つ

た
。
医
学
は
因
襲
を
重
ん
じ
ア
ラ
ビ
ヤ
か
ら
伝
わ
っ
た
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
、
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
な
ど
の
大
家
の
著
述
の
解

釈
と
そ
れ
に
関
す
る
討
論
が
主
眼
で
あ
っ
た
。

潟
血
の
状
況

医
師
の
一
段
下
に
床
屋
外
科
医
や
湯
屋
外
科
医
が
い
た
。
こ
の

床
屋
外
科
医
が
修
道
院
や
僧
庵
で
髪
剃
り
や
養
生
法
と
し
て
の
定

期
の
潟
血
を
し
た
。
そ
の
他
に
手
術
刀
の
研
磨
、
軟
膏
の
調
整
、

屍
体
解
剖
の
執
刀
、
ペ
ス
ト
の
外
科
的
処
置
、
骨
折
、
脱
臼
、
創

傷
小
外
科
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
精
液
う
っ
滞
の
当
然
の
結
果
と

し
て
お
こ
る
血
液
腐
敗
を
避
け
る
た
め
に
、
潟
血
の
他
に
方
法
は

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
修
道
僧
は
年
数
回
潟
血
を
行
い
、
潟

血
休
日
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
潟
血
の
た
め
に
甚
だ
し
く
衰
弱
し

た
も
の
は
強
壮
飲
料
を
服
用
し
て
回
復
を
計
っ
た
。
一
般
人
も
吸

角
や
静
脈
潟
血
を
健
康
法
と
し
て
占
星
術
で
定
め
ら
れ
た
季
節
に

行
っ
た
。

沐
浴
は
中
世
全
般
に
わ
た
り
一
種
の
衛
生
法
と
し
て
重
要
で
あ

り
、
温
湯
浴
、
蒸
気
浴
、
薬
浴
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
三
八

七
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
二
九
軒
の
湯
屋
が
あ
り
、
一
四
八
九

年
ウ
ル
ム
で
は
一
六
八
軒
の
湯
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
浴
場
は
普
及
し
て
お
り
、
こ
こ
に
湯
屋
外
科
医
が
い

て
吸
角
、
潟
血
、
髪
剃
り
、
あ
る
い
は
骨
折
、
脱
臼
の
治
療
を
し

て
い
た
。

（
一
期
会
藤
倉
医
院
）
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